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縫って混液使用の場合に於ては炭酸ソーダは上記の反臆を行ってアルミナ及びソーダの

損失を防止するがさえ第に消費されるに至ると珪酸二石灰盤とアルミン酸:1-グとの反臓が

専らとたり，皮脂生成物である饗土酸石友堕水和物は既に存在する珪酸石友盤水和物と念

激に反臆して饗土酸珪酸石友鹿水和物を生成し，一方珪酸ソーダは直接にアルミン駿ソー

ダと反臆してネェフェリン型化合物を生成し，斯くて急激なアルミナ及びソ戸グの損失が惹

起されるのではなかろうか。

(vi) S 2の賓験結果は第 30表に附記した様怠溶出操作を行。たために，溶出率の低下

の速度が極めて緩慢であるが，石炭含量を異にした各焼塊の差遣をよく表わし，石友含有

量の高い焼塊程，t容出時閣の鰹過に伴う溶出率の低下が著しい。此は石友含量が高ければ

焼塊中の珪酸二石友盤の生成量が多量となるためで，既述の考察から蛍然環期される結果

で・ある。

青徽の菌健成分の研究(第 1報)

エーテル抽出物三炭水化物に就いて

昭和 23年(1948)9月 15日受理 阿 部
ー&且4・
万 良広告

Y oshiro Abe: Studies on the Chemical Composition of Mold. 1. The Ether 

Extracts and Carbohydrates of Penicillium notatum B2.1 The dried m}アcelium

of Penicillium a notatum B21grown on the corn steep liquor was systematically 

extracted by ether， methyl alcohol， waμr， 0.5%.-oxalic acid， andO.55広-ammonium 

oxalate aqueous solution， then the constituents of every parts were investigated. 

From ether extracts pure ergosterol was gained with orange coloured fats (S. V. 

180.0， I. V. 140.0 A. V. 36.8). In methyl alcohol extractsα，α-trehalose and manni t 

were found. Furthe.r hot water soluble polysaccharides， pectin like substances and 

<::hitinous complex were separated， but nothing in this report about their details.. 

I緒言

従来，徴の化事と稀したのは主として徴。生産する代謝物質の研究で菌体成分其のもの

についての報文は甚だ少友いのであるが，本邦に烏いてベ=ルリン工業興隆の折柄其の方

面の研究も無意味の事で、はないと思はれる。

青徽， 麹徴等の綜欣菌菌体成分中より油脂分として宇乾性油(1)(2)乃至不乾性油(3)

*昭和23年4月.日本仕事曾年曾にて護表。

**慶雁義塾大事助教授， Assist. Prof of Keiogijuku University. 

( 1) F. M. Strong & W. H. Peterson， J. Am. Chern. S∞，5 j (1934) 952. 

く2) C. A. Browne， Jr.， .J. Am. Ohem. Soc.， 28く1906)465. 

く3) G. Ward & G. S. Jamieson， J. Am. Chem. Soc.， 56 (1934) 973. 

(4) H. H. Barber， J. Soc. Chem. lnd.， 46 (1927) 200T. 

( 5) H. H. Barber， Biochem. J.， 23 (1929) j 158. 

く6) :M. X. Sul1ivan， Science， 38 (1913) 678. 

く42) 
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(4)(5)(6)が見出され， また糖で・はマン旦ツト(7)(8)イノシット 7)の2ツが車離確認さ

れ，五茨糖及び葡萄糖(8)(9)の存在が推量されて居るに過ぎ友い。

著者の所属して居る研究室では幸わいにペ=シリンを生産する数種の株のペ=シリウム

麗に含まれる徽を純綿培養して居るので，ぺ=シリンを抽出したあとの菌体残波を利用し

でさえに述ペる様な賓験を行った。

E費験及び結果

1 試料の調製

培養を務え?と青徴は生菌のまま，鴻布を使用し靖養液と出来得る限り分け，ヨ民に水で洗

語岩波に色が移らえにく友る迄充分洗糠する。ついで 60・0で乾燥，恒量となし，粉砕してから

褐色の磨合わせ壌中に貯わえる。

此の場合，乾燥菌体の重量は内容500ccの Rouxの樗養瓶(培養液量 150cc，液居の厚

さ約 1.5cm)一本に付き，平均 0.81gであった。且つ同ーの菌株にあっては埼養液中のペ

;::.シリン濃度の高いもの程菌体量も大きい傾向を示した。

2 菌体の一般組織

上述。如くして得た乾燥菌体四種にづいて一般分析した結果を第 1表に示した。t.t烏，

併せて Peterson氏等(10)が 24種類の総欣菌について得られた結果を記載した。

Table 1. Analysis of dried mold mycelium. 

Constituents C，の
Name Medium 

Crude fat I Cr時 pr州 n I Ash 

Penicil1ium notatum 1. 

Penicillinm notatum 11. 

Penicillium chrysogenum. 

Penicillium chrysogenum・

El1rnycetesく10)

Eumycetes (10) 

Synthetic I 3.05 

Synthetic 明

Syntbetic 問

i ('orn steep liquor: 2.92 
I Synthetic I 6.00 ，).1"，，19め

I Organic : 8.80 (1.5--24.4) 

I 32.31 1.62 

! 37.18 3.54 

413S 2.96 

3~88 ， 4J~ 

31.60 (13.7~臼.7) …

紘 5d2.5~363M

表によれば次分，蛋白の含量が可成り移動するのに較べて脂肪の含有量は殆ど一定で犬

体乾燥菌体の 3 %にあたる。これは Peterson氏等の得た平均の約宇分である。一方，組蛋

白質は同氏等の徽の平均より 5-.;10%多い。

3 抽出費験及び結果

次に上記4種の青徴。中で Penicilliumnotutum B21を玉萄黍0 エキスを含んだ培地

培養した菌体を原料とし第1聞に掲げる様な抽出願序に主り成分分離を行った。

ぇ7) 須原喬，京大化研誌， 5く昭10年 1935)135. 

。)L. M. Prueess， W. H. Petcrson & E. B. Fred， J. Biol. Chem.， 97 (1932) 4S3. 

。)A. G. Normann， W. H. Peterson & R. C. Houtz， 'Biochem. J.， 26 (1932) 1934. 

(10) L. M. Pruea， E. C. Eichinger & W. H. Peterson， Zentr. Bakt. Parasitenk.， 

n Abt， 89く1934 370. 

( 43 ) 
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:Fig. 1. A nalytical proc回目 for mold mycelium. 
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Insoluble 白山e
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Chitin 

で 2回再結晶すると融鮎 150-60cの白色結品が得られた。この結品は Liebermann-Bu 
r 

chard反廊， Salkowski反鷹 Rosenheim反臆に劃して何れも陽性を示す。更にピリヂン

ー無水路酸法を用い。アセチル化し，アルコホルで、再結品すると融貼 172・cの白色結晶が

得られる。

これはヱルゴステリン陀一致する。左ほ，牧量は乾燥菌体 60gより O.003gであてコた.

く44) 
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ヨえに沈澱 1 を分離せるエ戸テル静漉を水で洗糠後，脆水~碕を用いτ乾燥し，更に茨来

慮理を行ってから=ーテルを蒸獲すると極色軟膏放の油が得られるー

茨酸ガス気流中で注意して酸化を防ぎながら抽出した泊の特設について第2表に示す。

Table 2. Physical and chemical charact町 isticsof the oil from Penicillium notatum 

Melting Point 11"，，1400 

Specific Gravity 0.9172 

Acid Value 36.8 

Sapcnification Value 180.0 

Iodine Value 140.0 

油の牧量は乾燥菌体 60gに封し， 1.5840g即ち 2.64%であった。

ii メタJ-JLo可溶部

毎回5傍量のメチルアルコホルを使用し，沸騰させて 3時間宛4間合計 12時間抽出を

行い，放置冷却すると沈澱 Eが祈出する。沈澱'][をヱチルアルコホルで 3回再結晶する

と融鯖204::.-..50cの白色の結晶が得られる。

この物はl¥1olisch反膝陽性， Fehling皮態陰性，稀酸で煮沸加水分解すると Fehling反

鹿は腸性になる。

ついでピリヂンー無水時酸法でアセチル化し，アルコホルで再結晶すると融麟 75--boc

o白色結晶が得られる。このものは a，aートレハロースのオクタアセチル化物に相嘗す

る。

即ち，沈澱 Hはa，aートレハロースと一致する。

牧量は乾燥菌体60gより 0.0487g， 0.08劣であった。

ー.. 

沈澱Eを議別した後のメタノール溶液について第2圃に示した方法により成分分離を行

つ?とー

Fig. 2. Analytical process for methanol solnble part of mold myceEnm. 

Methanol soluble part 

Concentrate nnde:r vacuumよaddlead~.acetate 明・州・

Insolnble Solnble 

Remove the excess of Pb with H2S， 
conιentrate nnder vaCllnm & add H20 

Insolnble 

Solid VB 
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Concentrate under 
vacnum & ad<<lCHaCOOH 

1 nsolable Soluble 

Solid咽

メタノールj容液を約宇量に減盤演縮後，賭酸鈴で生す=る沈澱を除き，硫化水素で過剰の

く45.> 
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鉛を沈澱させてから等量の水を加えると沈澱百を生歩る。

沈澱を諮問，湿アセトンで浸出溶解せる部を放冷すると白色針欣の美麗な結晶が出来る

融賭 160oc，マン;:::.ットと混融試験を行ふも融黙は降下し友い。縫ってこの物質はマン

=ットである。

牧量は乾燥菌体 60gより O.0180g，即ち 0.03%であった。

沈澱咽を除いたメタノール溶液を減摩の下に濃縮，シロップ放になし， 此に氷醗酸を加

え，にごりが現はれてから一重夜放置冷却，白色の粉末を得た。とのものは融貼で215-2

OOcで Molisch反臆陽性， Fehling反臆陰性を示すが詳細については不明である。

iii 水可溶部

メタノール拍出残澄を毎回約5倍量の水を用い， 3時間づっ4回合計12時間逆流冷却器

の下に沸騰時抽出する。抽出液を冷却後議過，減摩濃縮して宇量にし，これに約4供量の

96%ヱチルアルコポルを添加，一重夜放置して白色の粉末沈澱IIIを得た。

再結晶した白色粉末は融鮪友く Molisch反臆陽性， Fehling反膝. Rosenthaler反膝共

陰性である。その次分合量は他の多糖類のそれと共に第3表にまとめた。

牧量は菌体 60~ に封し 1.3261g 即ち 2.21%である。

vi 諺 酸可溶部

蔀記抽出費澄を毎回約5傍量の 0.5%ー諺酸水溶液にて 3時間づっ 4回合計 12時間逆

流冷却器ο下に沸騰時拍出，抽出液をアンモ=アで中和後減摩下に濃縮約4傍量のヱチル

アルコホルを加えて沈澱買を得る。

一回再結晶すると，美しい白色針放の結晶になるoこのものは Molisch反膝陽性 FehI-

ing反臆， Rosenthaler反際共に陰性であるo

高等植物のペクチンに相営するので、かりにこれをペクチ ~Aと名付けた。牧量 O.95g 即

ち1.65ちであお。

v 移譲アン号=ア可溶js

前記抽出残澄を更に.毎回約5倍量の 0.5%一穆酸アジモsア水溶液にて時間づっ 4回

合計 12時間煮沸抽出，常法により白色沈澱 Vを得るo 一回再結晶すると白色の針飲結品

になるoMolisch反擦陽性， Feh ing反JJll{， Rosenthaler反目撃共に陰性であり，同巳〈高等

植物のペクチンに相営するのでペクチン Bと稽する。

牧量0.18g即ち 0.3%であった。

Vl キチン質

最後に以上抽出を終えた菌体残疫を 105広一苛性y....ダ水溶液と10時間歩マ2回煮沸，

ついで稀酸で洗糠後，根跡。色素を過マンガン酸カリの水溶液で・除いたものを更にzチル

アルコホルで慮理してキチン質を白色針欣に得?と。蛋白反~を示さす写，友分含有は第 3表

の通りであるo

牧量は 60g菌体より 10.8g即ち 18.0%であった。

賃験 iii，iv， v， viに烏いて得た多糖質の次分合有を示すと弐の様になる。

( 4:6 ) 
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Mame 

Table {J. Content of ash in the polysaccharides fromPenicillium notatum B2t. 

Hot .water soluble polysaooharid倒

Pectin A 

Pectin B 

Ash (%) 

1.4:04: 

1.371 

0.630 

9.280 Chitin 

町 線 括

1 青徽の一種， Penicillium notatum . B21菌体まりエルゴステリンを車離確認した.

2 油脂を抽出，その特教と嬰教の一部を測定した。 1

3 メタノール抽出物より， α，αートレハロース，マン=ットを単離確認した。

4 青徽菌体中にペクチンに相賞する多糖質の存在を認め，叉キチン質を純特に取り出

した。

烏わりにのぞみ，終始御指導御鞭縫をたまわった梅津先生，並びに心良く菌体を御供輿

下された梅津研究室。方遣に厚く感謝の意を表する次第である。

t:r~， 本研賓の一部は文部省の自然科皐研究費によった。

記 事

昭23年(1948)10月本誌報文中の鬼頭史城，園環殻の強度に

関する研究(第1報)の全文は長〈主主るの

で別冊として各大皐等に配布した。特に希

望の向きには金冊を配布するから著者宛に

申出頂き度い。

本事部に於ける研究近況は下記の通りで

ある。

機械工事教室

笠原英司:終下球法による粘性係数測

定へのー寄輿昭23年(1948)11月謄用力

事舎講演曾講演

笠原英司:平板に衝突する噴流のー問

題の解法に就いて 向上にて講演

鬼頭史按:軸流流体機械の特殊性能に

づいて(第3報〉機椀皐曾誌昭23年(194

8)12月

鬼頭史按:窓洞現象に関するー貰験

鷹用力皐曾講演曾昭23年(1948)11月

鬼頭史按:重ね板梁の挫屈について

皐術研究曾議長住特別委任曾に報告

水野正夫:平等強さの板ばねについて

庭用カ皐曾 日本機械皐舎連合講演曾陀て

・講演昭23年(1948)11月

楠原豊太郎:内燃グ戸ビン翼亭の鷹力解

析内燃機談話舎にて講演昭23年(1948)

7月3日

栖原豊太郎:掠性係数及び熱膨脹係教が

温度により費るときの費断面圏盤の熱臆カ

と遠心慮力(第 1報) 日本機械皐曾講演曾

にて講演昭23年(1948)11月14日

4西原豊太郎:建断面長柱の挫屈に関する

問題同上にて講演

渡部一郎:遠心送風機の翼車翼型に闘

する研究(第4報)翼敏の問題 日本機械皐

曾癒用力皐曾蓮合講演曾tG於て講演 昭23

年(1948)11!:1 

渡部一郎:噴流による贋力上昇装置の

理論同上の講演曾に於て講演 昭23年(1

948)11月

( 4:7 ) 


